
「

uBS01992年(平成4年） ⑥平和都市宣言
（60.12.3）

N

ひご6．1
世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をはらみ、

誠に憂慮にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろしさと、被爆者の苦

しみを全世界の人々に訴え;再び広島・長闘の惨禍を繰り返しては
ならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のいかなる

核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣言する。

我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子1858壷0471（85）1111
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国際化はみんな戯国
､
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ア イデアで
市
で
は
、
国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
国
際
交
流
等
推
進
懇
談
会
の
答
申
を
受
は
国

際
化
推
進
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
基
本
方
針
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
国
際
化
に
向
け
て
を

テ
ー
マ
に
、
６
つ
の
体
系
（
別
掲
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
２
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
で
す
。
今
後
は
、
国
際
化
推
進
の
中
心
的
組
織
と
な
る
国
際
交
流
協
会
の
設
立
や
ア
イ
デ
ア

募
集
な
ど
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
姉
妹
・
友
好
都
市
な
ど
の
都
市
間
交
流
の
基
本
方
針
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
企
画
課
Ｉ

い
ま
世
界
を
な
り
毒
ん
．
棗
鑿
を
鑿
し
、
鬘
ん
の

し
か
し
、
私
た
ち
は
、
世
界
に
自
由
な
発
想
で
国
際
化
を
進
め
て

見
つ
め
て

ど
れ
だ
け
目
を
向
け
て
い
る
で
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鍛
近
、
ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
よ
う
か
。
協
会
の
設
立
に
際
し
て
は
、
多

た
く
さ
ん
の
外
国
人
に
出
会
い
ま
い
ま
世
界
を
見
つ
め
、
私
た
ち
く
の
皆
さ
ん
の
識
極
的
な
参
加
を

す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
を
振
り
お
願
い
し
ま
す
。

瀧
溌
鮮
灘
卿
撫
鮮
誕
戦
え
暇
蛸
繩
雛
雛
訂
蔚
げ
打
流

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鵬
眺
撫
紬
蝿
措
撫
脈
側
醜
卿
悦
雌
釧
聯
辮
》
溌
諦
、

外
国
に
依
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
こ
の
基
本
方
針
は
、
多
く
の
市
皆
ざ
ん
が
日
頃
か
ら
考
え
て
い

民
参
加
に
よ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
る
国
際
化
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア

今
後
は
、
地
域
の
国
際
化
を
推

進
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
国
際

▼国際化推進基本方針の施策体系
凸
Ｉ

、

－●市民主体の多様な国際交流活動への

支援

一●外国文化とのふれあいの推進

一●市民と行政が一体となった推進母体

の創設

一●ボランティア制度の確立

i－●国際理解教育の推進
'一●外国語学習機会の拡充
一●青少年などの海外派遣研|多の創設

一●社会人講師の登用

一●帰国子女の受け入れ環境の整備

一●国際協力の推進

一●生活情報等の提供

一●公共的サインの工夫

一●日本語学習機会の提供

一●市政への参加

一●推進体制の整備

一●広域的なネットワークづくり

－●R極基盤の確立

一●国際交流の核施設の設置

,－●職員の育成

一●外国人職員の登用

一●海外との姉妹･友嬬肺交流の推進

1.市民主体の国際交流

の積極的推進
4

▼国際交流等推進懇談会委員(50音順）
市
の
国
際
化
と
都
市
間
交
流
の

基
本
方
針
策
定
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
懇
談
会
委
員
は
、
右

表
の
型
名
の
方
々
で
す
。
な
お
、

会
長
に
は
小
松
純
子
氏
、
副
会
長

に
は
宇
田
川
統
太
郎
氏
が
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

国
際
交
流
等

推
進
懇
談
会

2.市民の国際性を育む

環境づくりの推進 :檮|誰岡
野
耕
三

海
津
紀
子

上
村
晃
一

川
村
泉
治

小
松
純
子

坂
巻
喜
市

佐
藤
明
吉

佐
藤
喜
美
子

佐
藤
信

佐
藤
美
小
王

佐
野
直
之

鈴
木
一
雄

中
村
宏

福
尾
光
夫

牧
隆
壽

緑
川
源
喜

一
宮
田
基
弘

一
安
田
寿
幸

氏

學匡|謂隷|扇
3.国際協力の推進

名

4.外国人も住みやすい

まちづくりの推進 久
寺
家
４
５
１

我
孫
子
１

根
戸
１
２
１
８

湖
北
台
８
１
１
８
１
２
４

青
山
台
１
１
８
１
１
２

天
王
台
１
１
２
４
１
１
０

柴
崎
１
１
１
６

中
峠
１
６
０
４
１
１
５

我
孫
子
１
８
５
８

新
木
３
０
５
５
１
１

干
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
１
１

栄
２
６
１
４
５

つ
く
し
野
１
７
１

高
野
山
１
９
８

我
孫
子
１
８
５
８

我
孫
子
１
６
８
４

つ
く
し
野
７
１
２
８
１
５

新
宿
区
西
早
稲
田
３
１
４
１
２
９

若
松
１
９

湖
北
台
１
１
２
１
１
６
（
１
０
１
）

日
の
出
１
１
３
１

住

5行政の国際化の推進

所

6.都市間交流の推進

I

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◎
買
い
物
天
国
（
手
寅
沼
公
園
．

水
生
植
物
園
）
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
約
釦
店
の
青
空
市

◎
舞
醗
（
手
爽
沼
公
園
）

◎
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
手
黄
沼
公

園
・
水
生
植
物
園
）
参
加
賞
有

◎
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
広
場
（
手
黄
沼
公

園
あ
ゆ
み
の
郷
鉄
道
）
我
孫
子

駅
に
よ
る
出
店
と
我
孫
子
駅
長

に
よ
る
一
日
駅
長

◎
我
孫
子
吹
奏
楽
団
演
奏
会

（
手
蛮
沼
公
園
・
水
生
植
物
園
）

◎
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会
『
大
杉

ば
や
し
』
（
手
黄
沼
公
園
）

◎
無
料
包
丁
研
ぎ
。
建
築
相
談

（
手
賓
沼
公
園
）
１
人
２
丁
ま

で
、
ハ
サ
ミ
等
は
不
可

◎
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
水
生
植

初
夏
、
恒
例
の
あ
や
め
ま
つ

り
が
、
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
日
の
６
月
哩
日
に
は
、

手
寅
沼
公
園
か
ら
水
生
植
物
園

を
会
場
に
（
下
図
参
照
）
青
空

市
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
子
供

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
催
し

物
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト

側
日
（
雨
天
別
白
）

細
あ
や
め
ま
つ
り

I

物
園
哩
日
の
み
）
モ
デ
ル
を

招
い
て
の
撮
影
会
、
雨
天
決
行

◎
子
供
広
場
（
我
孫
子
手
黄
沼

漁
協
）
魚
の
つ
か
み
ど
り
、
１

人
１
０
０
円
、
飲
み
物
サ
ー
ビ
ス

◎
野
だ
て
（
手
寅
沼
公
園
）
抹

茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

◎
遊
覧
船
（
手
寅
沼
公
園
＃
水

生
植
物
園
）
片
道
１
人
３
０
０
円

フ
ィ
ナ
ー
レ

烈
日
（
雨
天
中
止
）

◎
花
冨
蒲
切
花
無
料
配
布
（
水

生
植
物
園
）
先
着
１
万
本

▼
問
い
合
わ
せ
あ
や
め
ま
つ

り
実
行
委
員
会
・
我
孫
子
市
商

エ
会
壷
（
鉋
）
３
１
３
１
－

ぐ
ま
つ
り
の
会
場

あびこ

jR成田綴ひがしあび二

圃道調6号

期 間

イベント日

6月7日(日)～2旧（日）

14日（雨天は21日）

午前10時～午後4時
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ﾏー児童手当･-特例績憾-、1.雫？。

、1°‐

里

ウ
イ
画
ン
⑨
翻
少
早
含
唱
回

コ
ン
サ
Ⅷ
卜
暑
圃
圖

偽 V勾
、
鶴簿

〉
一 ７

月
卿
日
（
日
）

市
民
会
館

受給者のみなさんへ
》
守

』V
V心

~VＩ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
１

3

児
童
手
当
特
例
給
付
受
給
者

は
「
児
童
手
当
の
現
況
届
」
「
特
例

給
付
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
届
け
に
よ
り
受
給
者

の
所
得
状
況
、
児
亜
の
養
育
状
況

を
確
か
め
６
月
分
か
ら
の
手
当
の

支
給
を
決
定
し
ま
す
。
も
し
、
手
続

き
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
受
給

査
格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
か
ら
の

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
た
に
児

童
手
当
特
例
給
付
を
受
給
さ
れ

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
き
い
・

◎
現
況
届
の
提
出
は
忘
れ
ず
に

▼
受
付
期
間
６
月
１
日
（
月
）
か

ら
釦
日
（
火
）

※
第
２
．
４
士
唯
日
は
除
く

▼
受
付
場
所
児
童
保
育
課
児
童

家
庭
係

な
お
、
各
支
所
で
も
次
の
と
お

り
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
つ
く
し
野
支
所
６
月
Ⅳ
日

（
水
）
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
４
時

※
湖
北
台
支
所
６
月
醒
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

勺

⑮来日するウィーンの森少年合
唱団の皆さん⑦毎日練習に励
む高野山小学校の合唱部

■

音
楽
の
都
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら

〃
天
使
の
歌
声
″
と
評
判
の
「
ウ
ィ

ー
ン
の
森
少
年
合
唱
団
」
が
市
民

会
館
に
や
っ
て
き
ま
す
。

ワ
ー
グ
ナ
ー
や
シ
ユ
ー
ベ
ル
ト

が
好
ん
で
散
歩
を
楽
し
ん
だ
ウ
ィ

ー
ン
郊
外
の
町
、
メ
エ
ト
リ
ン
ク

の
セ
ン
ト
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
に

所
属
す
る
こ
の
合
唱
団
健
１
９

２
１
年
に
創
立
さ
れ
、
伝
統
と
豊

か
な
音
楽
性
を
持
ち
、
清
純
な
〈

ｌ
モ
ニ
ー
、
乱
れ
の
な
い
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
が
評
判
で
す
。

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
か
ら
バ
ッ
ハ

に
至
る
古
典
合
唱
近
代
・
現
代
の

宗
教
曲
や
名
歌
曲
を
基
本
楽
曲
と

し
て
、
そ
の
上
に
ウ
ィ
ー
ン
子
の

｜
’

’
I

最
も
得
意
と
す
る
ウ
ィ
ン
ナ
ワ
ル

ツ
や
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
「
小
鳥
売
り
」

は
観
客
の
心
を
浮
き
立
た
せ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

来
日
坦
回
目
を
数
え
る
「
ウ
ィ

ｉ
ン
の
森
少
年
合
唱
団
」
の
我
孫

子
市
で
の
公
演
に
は
、
高
野
山
小

学
校
の
合
唱
部
が
按
助
出
演
し
、

合
同
合
唱
を
行
い
ま
す
。
高
野
山

小
学
校
で
は
、
合
唱
部
員
が
毎
日

朝
と
放
課
後
、
音
楽
室
に
集
ま
り

発
声
練
習
や
パ
ー
ト
別
の
練
習
を

し
た
り
と
み
ん
な
で
心
を
一
つ
に

し
て
練
習
に
励
み
、
世
界
的
な
合

唱
団
と
の
共
演
を
全
員
が
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

こ
と
ば
の
壁
を
越
え
『
両
合
唱

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、

年
金
の
記
号
・
番
号
。
被
用
者
年
金

（
厚
生
年
金
）
等
国
民
年
金
以
外

の
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
る
場

合
は
、
事
業
主
に
よ
る
年
金
加
入

証
明
書
④
平
成
４
年
１
月
２
日

以
降
に
市
内
に
転
入
し
た
方
は
、

前
住
所
地
の
役
所
か
ら
取
り
寄
せ

た
平
成
４
年
度
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
。
な
お
、
公
務
員
の
方
は
、

勤
務
先
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

団
が
合
唱
を
通
じ
て
友
好
を
深
め

て
く
れ
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

▼
日
時
７
月
四
日
（
日
）
、
開
場

午
後
２
時
訓
分
、
開
演
３
時

▼
場
所
市
民
会
館

▼
合
唱
曲
目
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

「
野
ば
ら
」
（
高
野
山
小
学
校
合
唱

部
と
共
演
）
、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
「
皇
帝
円
舞
曲
」
ほ
か

▼
入
場
料
Ｓ
席
２
５
０
０
円
、

Ａ
席
２
０
０
０
円
Ｂ
席
１
０
０
０

国
Ｓ
・
Ａ
席
指
定
席
Ｂ
席
自
由
歴

▼
入
場
券
発
売
所
平
黄
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
プ
ッ

ク
ス
ス
ズ
キ
、
荒
井
書
店
、
石
川
春

光
堂
、
あ
び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ
ピ

ー
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、

図
書
館
湖
北
台
・
布
佐
分
館
へ
中
央

公
民
館
、
柏
そ
ご
う
、
柚
高
島
屋

取
手
と
う
き
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

壼
（
弱
）
１
１
５
１

、

〃

〈
特
例
給
付
〉

特
例
給
付
は
、
所
得
制
限
に
よ

り
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
被

用
者
（
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年

金
に
加
入
し
て
い
る
方
）
で
、
特
例

給
付
所
得
制
限
未
満
の
方
が
該
当

し
ま
す
。
な
お
へ
申
請
手
続
き
は
児

伝
表
１
所
得
制
限
限
度
額
伝
表
２
各
種
控
除
額

童
手
当
と
同
じ
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
児

童
家
庭
係

▼人権擁護委員
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
謹
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

全
国
人
権
擁
誠
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
謹
委
員

の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と

し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人’

’
平
成
４
年
度
、
国
の
賦
課
限
度

額
基
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
市
の
賦
課
限
度
額
も
銘

万
円
か
ら
坐
万
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
、
保
険
税
の
負
担
軽
減

の
た
め
の
判
定
基
準
所
得
額
に
つ

い
て
も
５
０
０
０
円
引
き
上
げ
ら

れ
、
翠
万
５
０
０
０
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
金
や
事
務
の
効
率
化
な

ど
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
は
据
え
置
き
と
し
な
が
ら
、

今
回
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
に
伴
う

老
人
医
療
費
の
増
大
等
で
国
民
健

康
保
険
会
計
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
は
、
「
口

座
振
替
」
で
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
は
、
納
付
手
続
き
の

煩
わ
し
さ
を
軽
減
で
き
る
だ
け
で

権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
等

し
く
幸
せ
な
生
活
を
営
む
た
め
の

基
本
的
な
権
利
で
す
。

人
権
擁
謹
委
員
は
、
皆
き
ん
の

税
率
は
据
え
置
き
、
限
度
額
は

“
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
税

人
権
が
浸
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視

し
た
り
、
人
権
が
侵
さ
れ
た
人
が

い
た
場
合
に
は
相
談
相
手
に
な
っ

て
救
済
に
努
め
て
く
れ
ま
す
。

市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
蛎
し

た
５
名
の
人
権
擁
謹
委
員
（
上
表

参
照
）
が
い
ま
す
。
相
談
は
毎
月
溺

日
前
後
に
市
役
所
市
民
相
談
室
で

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
自
宅
相
談
も

受
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
市

民
相
談
係

平成4年度国民健康引呆険税の納期限日 な
く
、
預
金
残
高
を
確
認
し
て
お

け
ば
〃
多
忙
の
た
め
う
っ
か
り
″
と

い
っ
た
納
期
日
の
忘
れ
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
多
く
の
方
が
口
座
振

替
を
利
用
す
る
こ
と
で
納
付
確

認
事
務
の
一
括
処
理
が
可
能
と
な

り
、
事
務
経
饗
の
節
減
に
も
役
立

ち
ま
す
。
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、

市
内
に
本
・
支
店
の
あ
る
金
融
機

関
（
郵
便
局
を
除
く
）
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
保

険
税
係

一
＊
‐
１
Ｊ’

霧 智

市
民
参
加
の
地
域
防
災
カ
ル
テ
づ
く
り

今
年
の
災
害
予
報
で
は
、
梅
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。
分
化
し
て
雲
麺
踏
套
を
行
い
ま
魂

雨
時
の
水
害
に
ま
ず
気
を
つ
け
今
回
、
新
た
に
自
治
会
等
に
も
こ
れ
に
よ
り
危
険
箇
所
の
改

る
よ
う
指
摘
し
て
い
ま
す
。
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
善
災
害
時
の
応
急
・
避
難
対
策

平
成
４
年
度
の
防
災
行
政
で
の
参
加
を
求
め
な
が
ら
、
秘
た
ち
等
に
大
き
な
進
展
が
期
待
さ
れ

は
、
６
月
か
ら
「
市
民
参
加
の
地
の
住
む
地
域
を
き
め
細
か
く
調
蚕
ま
す
。
今
後
、
自
治
会
等
を
通
じ

域
防
災
カ
ル
テ
づ
く
り
」
を
進
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
か
ら
て
皆
さ
ん
の
協
力
と
穣
極
的
な

め
ま
す
。
市
で
は
、
す
で
に
理
学
も
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
診
断
を
試
み
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
か
ら
み
た
「
大
規
模
地
震
被
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
調
査
で
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

害
想
定
調
査
」
の
ぼ
う
大
な
成
は
、
市
内
を
１
０
０
数
か
所
に
細
防
災
係

扶養人数

0人

1

2

3

4

1人増すごとに30万円加算

児童手当

1,476,000円

1,776,000円

2,076,000円

2,376,000円

2,676,000円

特例給付

3,630,000円

3,930,000円

4,230,000円

4,530,000円

4,830,000円

松くい虫防除

薬剤地上散布

散
布
区
域
周
辺
の
方
は
、
散

布
中
は
窓
を
閉
め
、
洗
濯
物
な

ど
干
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
６
月
、
日
（
水
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
頃
ま
で

（
雨
天
、
強
風
の
場
合
健
ｎ
日

に
順
延
）

▼
散
布
区
域
市
営
住
宅
東
我

孫
子
Ｂ
団
地
の
南
側
松
林
、
岡

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
か
ら
発
戸
市
民
の
森
松
林

松
林
を
守
る
た
め
、
薬
剤
の
地
▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課

上
散
布
を
行
い
ま
す
。
緑
化
推
進
係
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項 目

基礎控除

寡婦･寡夫･障害者

特別障害者･特別寡婦

老 年者

老 人 扶 蕊

雑損．医療費
小規模企業共済

控除額

80,000円

270,000円

350,000円

500,000円

60,000円

全額

I

別
府
孝
子

船
戸
２
ｌ
９
ｌ
鋤

（
別
）
２
３
２
０

表
て
る
子

白
山
３
１
５
１
”

（
妬
）
０
３
９
６

鬼

澤
三
郎

我
孫
子
５
６
３
の
皿

（
躯
）
２
０
６
１

石
井
靖
男

布
佐
２
２
２
４

（
的
）
２
３
５
１

田
中
量
純

中
峠
１
４
２
３

（
鯛
）
１
０
５
９

氏
名

住
所

『

電
鯖
番
号

期別

第1期
一

第2期

第3期

第4期

第5期

第6期

納期限日

6月30日(火）

7月31日(金）

9月30日（水）

11月2日(月）

12月25日(金）

平成5年2月1日(月）
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こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
６
月
加
日
（
土
）
午
前
９

時
鋤
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
当
日

午
前
９
時
通
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
遁
塁
リ
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
時
間
午
前
９
時
釦
分
か
ら
、

時
釦
分
（
第
２
回
は
午
後
１
時
か

ら
３
時
、
受
付
は
、
分
前
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
り

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
。
第
１
．
２
回
は
バ
ス

タ
オ
ル
ー
枚
、
第
３
回
は
歯
ブ
ラ

シ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

回健康ガイドS月の日曜‘休日当番医
し診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険証"

ぐ
母
親
学
級
日
程

身
体
計
測
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
栄

養
相
談
歯
科
相
談
な
ど
育
児
に

つ
い
て
の
細
か
い
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

▼
日
程
６
月
２
日
（
火
）
か
ら
詔

日
（
火
）
ま
で
の
毎
週
火
蝿
日

、

で

|’

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
巧
分
か

ら
鐙
分
Ｉ
平
成
４
年
２
月
生
ま
れ

の
乳
児
（
通
知
が
い
き
ま
す
）
。

午
前
９
時
妬
分
か
ら
、
時
訓
分
Ｉ

Ｏ
～
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

※
乳
児
健
診
は
母
子
健
康
手
帳
の

無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９
～
ｕ

か
月
用
）
を
利
用
し
、
医
療
機
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
健
全
に
育
て
て
い

く
た
め
に
も
う
一
度
母
親
、
父
親

の
役
割
を
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
程
６
月
４
日
（
木
）
…
平
成

２
年
ｎ
月
１
日
か
ら
巧
日
生
ま
れ

６
月
ｕ
日
（
木
）
：
．
平
成
２
年
、
月

超
日
か
ら
訓
日
生
ま
れ

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
巧
分
か丑(8ﾌ)1141

ン
ス

ホ
ビ

レ
ー

テ
サ’

ら
、
時
訓
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
大
人
用
、
子
供
用

各
１
本
）

に
糖
神
衛
生
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
１
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
担
当
神
経
内
科
医
横
山
達

郎
先
生

肩
こ
り
や
腰
痛
で
悩
ん
で
い
る

4

0二二三一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ざござ壹壹二三二
一 ニーーー一一一一一

－0相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
時
間
午
後
１
時
釦
分
か
ら
３

時
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い
。

ぐ
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室
日
程

今
回
か
ら
年
２
回
、
我
孫
子

市
歯
科
医
師
会
の
協
力
で
、
歯

の
健
康
に
関
す
る
話
題
を
お
送

り
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

第
１
回
目
の
今
回
は
、
「
ヒ
ト

の
寿
命
と
歯
の
寿
命
」
で
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
女

性
型
・
８
歳
、
男
性
だ
・
９
歳
（
平

成
２
年
度
厚
生
省
調
べ
）
で
、
と

も
に
世
界
の
ト
ッ
プ
で
す
。
こ

れ
は
皆
さ
ん
の
健
康
観
の
高
ま

り
と
医
学
の
進
歩
の
成
果
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

歯
科
に
お
い
て
も
、
歯
科
医

学
の
進
歩
と
治
療
技
術
の
発
達

健
康
メ
モ
⑱

し
か
し
、
現
実
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
昭
和
鑓
年
度
の
歯
科
疾
患

実
態
調
査
に
よ
る
と
、
永
久
歯
の

寿
命
（
は
え
て
か
ら
失
わ
れ
る
ま

垂
は
、
徐
々
に
伸
び
て
い
る
と
は

い
え
、
長
命
な
下
あ
ご
の
前
歯
で

▼
日
時
６
月
鵡
日
（
木
）
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
元
年
、
月
生
ま
れ

（
通
知
が
い
き
ま
す
）

▼
持
参
通
知
ハ
ガ
キ
蕊
使
用
中

の
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
）
、
コ
ッ
プ
、

タ
オ
ル
、
母
子
健
康
手
帳

に
伴
い
、
歯
を
失
う
原
因
の
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
カ
リ
エ
ス
云
、
ン
ご

と
歯
周
病
（
歯
槽
膿
漏
）
は
、
治
療

も
予
防
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
歯
も
そ
の
人
の
一
生

と
と
も
に
歩
む
こ
と
が
可
能
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

上
、
卜
の
寿
命
と

歯
の
寿
命

市
で
は
、
４
月
に
各
地
区
を
回

り
登
録
と
予
防
注
射
を
行
い
ま
し

た
。
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
犬
を
飼

っ
て
い
る
方
は
、
堰
寄
り
の
動
物

病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
登
録
の
手

続
き
（
費
用
２
５
８
０
巴
を
し
て

く
だ
さ
い
。
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
の
義
務
は
、
狂
犬
病
予

防
法
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
犬
の
放
し
飼
い
は
、
県
犬

取
締
条
例
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
飼
い
主
は
、
他
人
に
危
害

▼
対
象
平
成
元
年
３
月
１
日
か
あ
る
鵡
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

ら
３
月
誕
日
生
ま
れ
邇
知
が
い
▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

き
ま
す
）
察
・
指
導
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
尿
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

要
な
奥
の
大
き
な
歯
Ｉ
大
臼
歯
は

平
均
釦
歳
以
前
に
失
わ
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
、
一
生
自
分
の
歯

で
食
べ
る
こ
と
に
は
程
遠
い
状
況

で
結
論
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
高
齢
化
社
会
が
進
む
中

帥
年
前
後
、
短
命
の
下
あ
ご
奥
歯

で
虹
か
ら
妬
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。
『
永
久
』
歯
と
は
名
ば
か
り
で

す
。

そ
れ
か
ら
す
る
と
、
噛
む
こ
と

に
大
事
な
役
目
を
果
た
し
、
咬
み

合
わ
せ
の
安
定
を
保
つ
の
に
も
重

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

を
加
え
な
い
よ
う
に
、
犬
舎
ま
た

は
け
い
留
し
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
が
人
を
か
ん
だ
ら
、
犬
の
飼
い

主
は
必
ず
保
健
所
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

犬
が
生
ま
れ
た
り
、
引
っ
越
し

な
ど
で
犬
が
飼
え
な
く
な
っ
て
も

絶
対
に
捨
て
な
い
で
保
健
セ
ン

タ
ー
、
柏
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
不
要
犬
引
き
取
り
毎
週
木
畷

日
、
市
役
所
守
衛
室
へ
午
前
ｎ
時

訓
分
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、

厚
生
省
と
日
本
歯
科
医
師
会
を

中
心
に
「
８
０
２
０
穴
チ
マ
ル

ニ
イ
マ
ル
）
運
動
を
展
開
し
て
一

い
ま
す
。
こ
れ
は
高
齢
者
が
質
一

の
高
い
生
活
を
確
保
さ
れ
る
よ
一

う
、
帥
歳
で
加
本
の
歯
が
残
っ

て
い
る
よ
う
に
し
よ
う
、
と
い
一

う
も
の
で
す
。

今
後
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
い

ろ
い
ろ
な
話
題
を
取
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
一

の
歯
家
族
の
歯
を
大
事
に
し
、
一

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
一

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
歯
一

科
医
師
会
壷
（
理
０
０
８
８
一

55
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11

し
あ
わ
せ
学
級

母
親
学
級

月日

7日

14日

21日

28日

病・医院名

我孫子つくし野病院

岡野内科医院

我孫子聖仁会病院

隈本医院

平和台病院

桜井医院

アビコ外科整形外科病院

佐藤内科医院

電話

84-2211

88-7770

88-3111

82-1381

89-1111

82-2916

84-7321

88-0934

第1回

第2回

第3回

6月5日

(金）

6月12日

(金）

6月19日

(金）

･妊娠中、産後の生活

．妊娠体操（実習）

･産科医の話（妊娠中

の異常とお産の経過）

･妊婦体操（実習）

･妊娠中の歯科衛生
（歯みがき実習）

･妊娠中の栄義
･赤ちゃん菱竣

育
児
相
談

’

子
嵩
が
企
概
診
は

お
済
み
で
す
か

毎
週
水
雌
日
、
保
健
セ
ン
タ
話
く
だ
さ
い
・
対
象
は
、
釦
歳
以

－
で
実
施
し
て
い
る
子
宮
が
ん
上
の
方
で
費
用
は
無
料
で
す
。

検
診
は
７
月
末
で
終
了
し
ま
す
。
ま
た
、
如
歳
以
上
の
方
は
、
同

現
在
申
し
込
み
を
受
け
付
け
時
に
成
人
病
検
診
（
無
料
）
も
実

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
し
込
施
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご
利

ん
で
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
お
電
用
く
だ
さ
い
。

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

－

夜 間の急病のときは

及ツ

反
応

Ｃ
Ｇ

精
神
衛
生
相
談

１
１
４
１
１
１
『
１
０
・
ｌ
ｑ
ｌ
ｌ
ｌ

養
相
談

6月4日～10日

歯の衛生週間
r長生きは
丈夫な歯から歯ぐきから」

肩
こ
り
腰
痛
教
室

日本膳炎

３
歳
の
挺
生
日
か
ら
就
学
前
（
小
学
校
に
入
学
す
る
年
の
３

月
誕
日
）
ま
で
の
幼
児

１
期
は
１
～
２
週
間
の
間
隔
で
２
回
接
趣

２
期
は
１
期
終
了
後
翌
年
１
回
接
種
（
４
月
か
ら
７
月
ま
で
）

三種混合

第
１
期
は
生
後
皿
か
月
か
ら
鯛
か
月
未
満
（
３
ｉ
８
週
間
隔

で
３
回
接
種
）

２
期
は
１
期
終
了
後
吻
Ｉ
肥
か
月
未
満
に
１
回
接
種

〔
二
種
混
合
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
受
け
る
場
合
は
、

医
師
に
相
談
し
て
下
さ
い
〕

麻疹

(はしか）

●
●

生
後
皿
か
月
か
ら
泥
か
月
末
満
の
幼
児
（
１
回
接
種
）

な
お
、
生
後
岨
か
月
か
ら
錨
か
月
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
（
８
月
を
除
く
年
間
）■

■

／

該
当
児
お
よ
び
接
種
期
間

期日

6月2日

(火）

6.月9日

・（火）

6月16日

(火）

6月23日

(火）

主 な 内 容

身近な健康法(話）
体操（深呼吸、体を動かす基本）

食事診断
栄菱のバランスをとるために

正しい歯のみがき方と歯そうのうろうの
予防について
屑こり腰痂予防の体操

屑こり腰痛予防の体操
(体の状態を見ながら体操を行います）

回千葉『腎炎･ネ
ゴ.

－宥児』 守巻る会
{
『

1

会及び研修会

第21
プロ

県大

腎
臓
病
に
関
心
を
お
持
ち

の
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

▼
日
時
６
月
加
日
主
）
午

後
型
時
鋤
分
か
ら
４
時

▼
場
所
千
葉
市
民
会
館

▼
内
容
体
験
発
表
、
議
嘉

研
修
ほ
か
（
参
加
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
中
川
壷
０

４
７
２
（
ね
）
３
３
３
７

ム
シ
壷

｜
予
防
教
室

３
歳
児
健
康
診
査

療
育
相
談



I
6.1（4）溺び

一
』 1991第闘0号

－．一一一一一一一.一一一一一一一

今
月
は
、
雨
の
日
に
お
す
す
め

の
本
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
笠
智
衆
写
真
集

君
じ
い
さ
ん
」
、
＊
水
族
館
ガ
イ
Ｅ

さ
あ
現
代
澪
舎
歪
返
、
今
ラ

ン
ス
詩
の
散
歩
道
（
安
藤
元
雄
）
、

＊
イ
ギ
リ
ス
は
愉
快
だ
森
望
、
＊
３

６
５
「
今
日
は
何
の
日
か
？
」
事
典
、

完
全
攻
略
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

萩
山
迄
、
＊
壁
葬
飾
る
香
独
環
迩
、

＊
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
う
蛮
族
が
い

る
（
中
村
紘
王
、
＊
日
本
の
名
随

筆
別
巻
９
骨
董
（
安
西
鱈
子
編
）

｜

’ ’お
は
な
し
会
は
、
子
供
た
ち
に

読
書
の
楽
し
み
を
伝
え
ま
す
。

▼
日
程
＊
６
月
鵡
日
（
木
）
、
市

民
会
館
第
４
会
議
室

＊
６
月
お
日
（
木
）
、
布
佐
分
館
お

は
な
し
の
部
屋

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
鋤

分

図
書
案
内

雨
の
白
に
お
す
す
め
の
本

態
市
民
図
書
館

壷
湖
北
台
分
館

鐙
布
佐
分
館

鐙
移
動
図
書
館

お
は
な
し
会

』
憲
一

一一＝＝一一一一一

図
書
館

だ
よ
り

ａ
（
“
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

ｓ
（
師
）
０
９
０
９’

◎
湖
北
台
分
館
（
和
紙
ち
ぎ
り
絵
）

▼
作
品
。
作
者
カ
ラ
ー
。
宮
原
秀

子
（
湖
北
台
）
、
フ
リ
ー
ジ
ア
。
小
池

わ
か
子
（
湖
北
台
）
、
富
士
山
・
海
老

原
洋
子
（
中
峠
）
、
し
ゃ
く
な
げ
・
海

老
原
敏
恵
（
新
木
）
、
古
利
根
・
滝

田
ヒ
ナ
代
（
中
里
）

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
！

休
館
の
お
知
ら
せ

市
民
図
書
館
は
、
蔵
書
点

検
と
査
料
整
理
の
た
め
、
全

館
休
館
い
た
し
ま
す
。

▼
期
間
６
月
１
日
（
月
）
か

ら
晦
日
（
月
）
ま
で

そよかせ号償書農)S局の日程(蕊）
6

'ｽﾃｰｼｮﾝ名’場所｜時間(午後)｜
|湖北|湖北地区公民館’1:20~1:50
1中峠|中峠亀田谷公園''2:10~2:50
1青山台|柴崎台4号公園3:10~4:00
1布佐平和台布佐南近隣センター2:00~2:40
新木野あらき野ストアー裏3:00～4:00

久寺家久寺家あけぼの公園2:00～2:45

つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

1天王台東天王台東児童公園2:00~2:50
1天王台西浅野谷3号公園3:10~4:00
'白山|三洋電機社宅入口1:30~2:15
並木|丸石家具駐車場2:30~3:00
|台田|合田池尻公園3:20~4:00
1根戸|根戸近隣センター2:00~2:401
1つくし野|東急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー 婆3:00~4:001

曜日｜日

17水

’’18木

19 ▼
展
示
期
間
６
月
遁
日
（
火
）
か

ら
６
月
釦
日
（
火
）
ま
で

◎
布
佐
分
館
（
七
宝
焼
）

▼
作
品
。
作
者
「
手
黄
沼
讃
歌
」

３
点
荻
野
紀
子
（
新
木
野
）

▼
展
示
期
間
６
月
逓
日
（
火
）
か

ら
７
月
釦
日
（
木
）
ま
で

金

’24水

日

念行
25木

参加者’26金

椴屍‘
わI■ふ

陣■
ぜ■◆与一▼

◎
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
参
加
者

▼
日
時
・
場
所
６
月
狸
日
（
且
午
前

８
時
訓
分
（
受
付
）
、
市
民
体
育
館

▼
種
目
一
般
男
女
４
人
制
（
登

録
は
７
名
ま
で
）

▼
参
加
蜜
１
チ
ー
ム
－
０
０
０

円▼
申
し
込
み
〈
ガ
キ
に
チ
ー
ム

名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
、
参
加
者
の
氏
名
を
明
記
し

６
月
、
日
（
水
・
必
着
）
ま
で
に
、
我

「
最
初
の
Ｌ
年
間
は
大
変
で
し

た
。
国
際
交
流
と
い
っ
て
も
、
右

も
左
も
分
ら
な
い
の
で
、
先
に

発
足
し
て
い
る
団
体
の
活
動
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
と
に
か
く

身
近
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。
い
う
な
れ
ば
草
の

根
交
流
で
す
ね
」
と
、
会
長
の
福

尾
光
男
さ
ん
。

草
の

熱0蝿閻⑯
我孫 子市国際
理解 交流協会

日
（
水
・
必
着
）
ま
で
に
、
我

孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員

会
体
育
課
へ

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。

夕
Ｉ
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
講
習
会

▼
日
時
・
場
所
６
月
週

日
（
土
）
・
画
日
（
水
）
午
前

、
時
か
ら
正
午
、
湖
北
台

中
央
公
園

▼
参
加
蜜
無
料
（
申
し

込
み
不
要
）
《

▼
問
い
合
わ
せ
体
育
課

霊
（
顕
）
１
１
５
１

根
発
足
の
き
っ
か
け
は
、
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
理
解

（
交
流
）
講
座
」
。
終
了
の
時
、
講
座

生
の
中
か
ら
「
こ
の
ま
ま
終
わ
ら

せ
た
く
な
い
、
何
か
役
に
立
ち
た

鱈
と
の
声
が
強
く
平
成
２
年
哩

月
に
結
成
。
現
在
、
会
員
は
皿
名

で
、
主
婦
や
会
社
員
な
ど
城
業
は

さ
ま
ざ
ま
だ
。

活
動
は
、
毎
日
第
１
土
畷
日
に

行
っ
て
い
る
定
例
会
と
、
外
国
人

と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
世
界
の

料
理
教
室
は
好
評
で
、
一
般
に
公

募
し
て
、
い
つ
も
盛
況
だ
。

そ
の
他
、
会
員
が
個
々
に
市
内

在
住
の
留
学
生
に
日
本
の
こ
と

を
紹
介
し
た
り
「
草
の
根
の
交
流
」

も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

ま
だ
今
年
の
２
月
に
は
、
市
や
、

か
ら
国

千
葉
県
で
は
、
環
境
問
題
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

小
中
学
生
の
親
子
を
募
集
し
ま
す
。

赤
潮
の
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察

や
、
生
活
排
水
対
策
、
水
質
調
査
器

具
の
展
示
な
ど
に
よ
り
や
さ
し
く

解
説
し
ま
す
。
説
明
を
聞
い
た
後

は
、
い
よ
い
よ
洋
上
か
ら
の
東
京

湾
視
察
と
水
質
調
査
（
採
水
、
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
採
取
な
ど
）
の
見
学
で
玄

▼
日
程
８
月
１
日
王
、
無
料
）

▼
受
付
第
１
回
午
前
、
時
～
、

時
加
分
第
２
回
は
午
後
１
時
～
１

時
加
分
（
乗
船
は
１
時
間
釦
分
位
）

▼
受
付
場
所
千
葉
中
央
埠
頭
船

員
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
前

▼
募
集
人
員
各
回
２
５
０
名

（
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
封

親
と
子
の
東
京
湾
視
察
会

水
質
の
浄
化
を
考
え
よ
う

℃

爵

際
交

他
の
団
体
と
「
あ
び
こ
国
際
交
流

ま
つ
り
蛇
」
も
共
催
し
た
。

こ
う
う
し
た
活
動
を
と
お
し

て
国
際
交
流
の
環
境
と
壷
人
造
り

を
着
実
に
行
っ
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
国
の
方
と
触
れ
あ

う
こ
と
で
、
言
葉
と
習
侭
が
異
っ

◎
テ
ー
マ
食
料
の
自
給
と
農
産

物
の
自
由
化

▼
日
時
６
月
、
日
（
水
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
３
時
釦
分

▼
講
師
大
島
茂
男
氏

◎
テ
ー
マ
環
境
問
題
を
考
え
る

（
地
域
か
ら
地
球
へ
）

▼
日
時
６
月
妬
日
（
木
）
午
前
、

書
で
返
信
用
封
筒
毎
円
切
手
を

貼
り
、
宛
先
を
記
入
し
た
も
の
）
を

同
封
し
、
希
望
乗
船
時
刻
全
員
の

氏
名
、
年
齢
（
小
中
学
生
は
学
年
）
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
７
月
、
日

（
金
、
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
６

０
千
乗
市
中
央
区
市
場
町
１
番
１

号
千
葉
県
環
境
部
水
質
保
全
課
水

消
費
生
活
講
座
受
講
生

流
を

て
も
友
達
に
な
れ
る
こ
と
を
実
感

し
た
り
、
文
化
や
民
俗
に
つ
い
て

教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

そ
し
て
「
今
年
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
大
会
や
ホ
ー
ム
パ
ー
一
元
イ
も
催

し
、
国
際
交
流
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
る
た
め
「
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
」
と
会
員
が
目
を
輝

か
せ
て
い
た
。

▼
連
絡
先
福
尾
壷
（
理
３
９
８

３ 時
か
ら
正
午

▼
講
師
富
山
洋
子
氏

画
場
所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ

ー
（
受
講
無
料
）

囮
募
集
人
貝
各
釦
名
（
先
着
哩

画
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
市
民
生
活
課
消
萱
生
活
係
云

（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
２
９
へ

質
監
視
係
云
０
４
３
（
２
２
３
）
３

８
１
６
へ

｜，

献血にご協力を
修日時6月7日（日）午前10

時から午後4時まで(正午か

ら1時間休憩）

し場所Dマート我孫子店前

し問い合わせ我孫子ライオ

ンズクラブ゙ 恋(88)2496

｜
い
『
料
一

一
Ⅱ
Ⅱ
漣
つ
一

一
＊
金
魚
樫

－
３
５
３
〉

一
学
生
用
）

▼
』
幕
し
『

Ⅱ
霞
り
ま
す
Ⅱ

▼
有
料
で
＊
毛
糸
編
機
・
健
康

器
具
〈
堀
田
霊
（
鮨
）
２
５
４
２
〉

＊
棚
付
き
パ
イ
プ
ベ
ッ
ト
・
フ
ッ

ト
ヘ
ル
ス
〈
坂
本
壷
（
理
１
７
１
５
〉

Ⅱ
纏
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ
》

＊
金
魚
鉢
・
水
槽
〈
井
田
霊
（
理
７

３
５
３
〉
＊
剣
道
用
具
一
式
（
小

学
生
用
）
〈
森
霊
（
配
）
０
４
９
７
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

⑯
③
園
⑮
③
③
⑪
⑤
⑪

。
限
ｎ
脚
曽
冒
、
用
－
．
４
師
″
易
‐
判
偏
ｊ
一
‐
蚤
一
一
完
陸
，
催
肌
《
”
鰯
含
・
王
．
・
罰
く
シ
●
』

大
空
へ
氏
継
ぐ
浄
華
の
五
月
鯉
海
老
原
千
代
子

す
に

で
作

－
１

↓
以
蝿
手
習
ひ
の
す
み
て
新
茶
を
振
舞
へ
る
師
の
君
囲
み
話

．
で
広
は
ず
め
る
海
老
原
百
合
子

幅
癖
醗
勤
務
せ
し
下
町
校
の
児
童
数
年
々
減
り
て
廃
校
近
し

睦
》
蝋
撫
繍
鯛
報
繩
剛
鰄
鱸
一

奥
野
一
三

寸

堀
佐
一

よ
月
我
そ
れ
ぞ
れ
踊
る

村
上
道
代

》
》
桟
》
“
諏
一
麺
酔
れ
ぱ
思
ほ
ゆ
亡
き
夫
と
共
に
行
き
け
り

馬
場
千
鶴
子

初
節
句
武
者
の
姿
に
な
り
し
孫
泳
げ
る
鯉
に
軍
配
鶏

す
渡
辺
方
里

選
か
つ
て
我
が
住
み
に
し
家
は
整
理
さ
れ
た
ん
ぽ
ぽ
の

太
綿
春
風
に
舞
ふ
笈
川
吉
郎

寛
学
童
の
徒
歩
遠
足
の
行
列
や
田
植
え
の
我
に
孫
は
手

本
を
ふ
る

新
堀
孝
女

歌
山
八
志
に
て
鳶
に
鑿
っ
叔
父
あ
り
て
四
月
墓

短
く
降
り
つ
づ
く
雨
琴
新
一

切
り
干
し
の
大
根
気
長
く
似
て
居
れ
ば
嫁
ぎ
ゆ
く
娘

が
傍
ら
に
佇
つ
浅
生
圭
佑
子

俳句

染谷杲径選

日
陰
り
て
い
ろ
深
め
た
潅
唯
な
み
づ
き
泉
喜
久
子

き
ら
き
ら
と
馬
具
お
く
神
馬
夏
木
立
蛭
間
八
寸
子

わ
ら藁

屋
根
の
土
間
に
吹
き
込
む
走
梅
雨
公
手
孝
嗣

新
茶
の
味
八
十
八
夜
の
初
摘
か
な
山
岸
た
づ

繕
も
小
綬
鶏
も
鳴
く
故
郷
か
な
松
浦
忠
彦

花
冷
え
の
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
一
人
過
ぐ
柴
橋
紀
代

庭
隅
の
一
人
静
の
名
を
秘
め
て
久
保
田
幸
枝

早
苗
田
や
車
の
影
の
つ
ぎ
つ
ぎ
と
村
上
弘

燕
風
に
ふ
と
あ
り
沼
の
匂
い
か
な
山
崎
諄
一

篠
田
ま
さ

痙
奉
》
薙
羅
索
癖
》
麺
雫
》
擁
し
奥
・
理
史
江

大
空
へ
氏
継
ぐ
浄
子
の
五
月
鯉
海
老
原
千
代
子

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
ー

ナ
ー
掲
載
は
、
市
民
生
活
課
消
餐

生
活
係
で
、
電
話
で
受
げ
付
け
て

い
ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
電
器
製

品
、
自
転
車
な
ど
の
日
常
雑
食
等

の
耐
久
消
費
財
。
衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

－

』

’
／

｜’

、

ひ

ろ 例
－－

篭

市

民
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Ｊ
Ｒ
成
田
線
、
東
我
孫
子
駅
か

ら
湖
北
方
面
に
約
５
０
０
脚
ほ
ど
、

我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
と
成
田
線

の
間
に
位
霞
す
る
の
が
、
岡
発
戸

茶
ノ
木
会
（
右
図
参
照
）
。
茶
ノ
木

は
、
そ
の
地
域
の
字
名
か
ら
と
っ

た
も
の
・
周
辺
は
、
ま
だ
緑
が
多
く

残
る
。

会
員
数
は
、
Ⅳ
世
帯
（
３
班
）
・
東

京
方
面
に
通
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

自
営
業
を
営
む
方
が
半
毎
ぐ
ら
い

で
、
約
４
割
が
高
齢
者
世
帯
だ
。

自
治
会
結
成
は
、
昨
年
４
月
と

新
し
い
が
、
自
治
会
的
な
動
き
は

昭
和
錨
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

会
長
を
務
め
る
寺
嶋
幸
夫
さ
ん

ユージックフェスティバル3回…第
、
、
』回’

し気ﾏﾝﾏﾝのﾔノ
出場グﾙ夢ﾌ議奏

に
自
治
会
の
よ
う
す
を
伺
っ
た
。

「
私
が
こ
こ
に
住
み
始
め
た
の

は
昭
和
娼
年
か
ら
で
す
が
、
こ
の

窓
か
ら
見
え
る
風
景
は
、
当
時
か

ら
全
然
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

緑
が
多
く
自
然
環
境
は
い
い
ん

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
真
夏

の
祭
典
、
第
８
回
我
孫
子
ヤ
ン

グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
開
催
決
定
。

８
月
妬
日
（
且
、
市
民
会
館

ホ
ー
ル
に
て
開
演
。

た
だ
今
出
場
バ
ン
ド
募
集

中
。

電
話
で
バ
ン
ド
名
、
代
表
者

名
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
テ
ー
プ
審
査
有
り
。
デ
モ
テ

_必一 1

ｌ
プ
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い
）

▼
応
募
賓
格
市
内
在

住
、
在
学
、
在
勤
者
に
よ

る
バ
ン
ド

▼
締
め
切
り
６
月
四

日
（
金
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合

わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
云
孟
）
１
１

５
１

r一一一

ー

で
す
が
、
成
田
線
か
ら
こ
ち
ら
側

は
、
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

の
で
み
ん
な
井
戸
を
掘
っ
て
利

用
し
て
い
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

毎
年
行
う
水
質
検
査
は
、
自
治
会

の
中
で
も
重
要
な
活
動
で
す
。

環
境
保
全
課
が
、
市
内
の
小
学
あ
る
手
賀
沼
の
現
状
と
す
ば
ら
し

校
高
学
年
を
対
象
に
実
施
し
て
い
さ
を
見
て
、
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

る
手
黄
沼
船
上
学
習
が
、
５
月
哩
手
黄
沼
さ
ら
に
は
、
水
や
自
然
の

日
（
火
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
お
う

こ
れ
は
、
私
達
の
ふ
る
さ
と
で
と
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

手 少
会
員
の
交
流
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
家
庭
菜
園

▲
自
治
会
内
の
風
景

賀
沼

“
’
一

小
学
・
校
一

あ

船
上
学

目
学
年
を
対
象

び

ま
た
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

査
源
回
収
の
時
に
使
う
袋
な
ど
を

入
れ
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
置
い
た

ん
で
す
。
当
番
の
人
が
わ
ざ
わ
ざ

袋
を
持
っ
て
行
か
な
く
て
も
済
み

ま
す
か
ら
ね
。

行
事
と
い
う
の
は
特
に
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
こ
こ
数
年
、
家
庭
菜
園

が
盛
ん
で
、
会
員
の
約
半
数
ぐ
ら

い
の
ひ
と
が
や
っ
て
い
る
ん
で

す
。
こ
れ
が
、
い
い
交
流
の
場
に
な

っ
て
い
て
、
近
く
の
農
家
の
方
や

会
員
同
士
で
情
報
交
換
な
ど
を
し

て
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
何
か
行
事
で
も

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
」

▼
会
長
寺
嶋
幸
夫
岡
発
戸
８

９
９
の
２

こ

あ

れ

習
始

に
、 ノ

通
年

こ ４
．
５
年
生
４
６
８
名
が
体
験

学
習
し
て
い
ま
す
。

当
日
参
加
し
た
の
は
、
高
野

山
小
学
校
の
６
年
生
約
１
２
０

名
。
船
上
で
は
、
市
職
員
か
ら
手

黄
沼
の
現
状
や
昔
の
よ
う
す
を

パ
ネ
ル
な
ど
で
説
明
を
う
け
、

「
泳
い
で
い
た
な
ん
て
信
じ
ら

れ
な
い
」
と
購
い
た
り
、
沼
底
か

ら
す
く
い
上
げ
ら
れ
た
ヘ
ド
ロ

に
思
わ
ず
「
く
さ
ど
と
顔
を
背

け
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

船
上
学
習
が
お
わ
る
と
、
「
沼

の
浄
化
の
た
め
に
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
や
っ
て

い
き
た
い
」
と
み
ん
な
浄
化
へ

の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。

』
｜
■
Ⅱ
■
Ⅱ
ｌ
‐
Ⅲ
Ⅱ
川

画
い
活
肌
鼈
罷
譜

っしょにボラシティア
動セしませんか

、

溌
る

4

南
中
▼
参
加
壷
無
料

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
６
月
５

み・問い合わせ社会福祉協議会獄(84)1539

今
年
か
ら
新
た
に
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に
活
動

し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
た

い
人
新
し
い
仲
間
や
活
動
の
場
を

求
め
て
い
る
人
な
ど
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
障
害
児
（
者
）

や
お
年
寄
り
と
の
楽
し
い
行
事
も

企
画
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

交
流
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
６
月
７
日
（
且
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時
（
午
前
９
時
釦

分
に
天
王
台
駅
北
口
か
ら
の
送
迎

あ
り
）

▼
場
所
糖
神
薄
弱
者
更
生
施
設

み
ど
り
園
体
育
館

▼
内
容
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交

福
祉
が
地
域
に
根
ざ
し
た
街
Ａ
ｒ
１
釧
馴
こ
あ
れ

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
み
ん
な
で
つ
く
る
街
、
共
に

生
き
る
街
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
廻

回
あ
び
こ
福
祉
ま
つ
り
が
５
月

、
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
の
た
め
会
場
を
中

央
公
民
館
に
変
更
。
楽
し
み
に

第
個
回
あ
び
こ
福
祉
ま
つ
り

び
１
１
一

こ

あ
れ

－

画
し
て
い
た
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

一
や
綱
引
き
大
会
等
の
催
し
は

葺
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
約
如

の
福
祉
団
体
が
参
加
し
、
模

↑
擬
店
な
ど
の
出
し
物
は
大
盛

一
況
。
高
齢
者
問
題
や
福
祉
の

実
情
を
訴
え
る
展
示
の
ほ

か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
バ
ン
ド

演
奏
や
手
話
ダ
ン
ス
（
写

一
真
）
、
○
×
ク
イ
ズ
な
ど
も
行

」
わ
れ
、
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
予
想
以
上
の
盛
り

上
が
り
に
、
よ
り
一
層
福
祉
が

地
域
に
根
づ
い
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
し
た
。

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、

広
報
あ
び
こ
や
新
聞
、
週
刊
誌
な

ど
を
朗
読
し
、
そ
れ
を
録
音
し
た

テ
Ｉ
プ
を
届
け
る
声
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
謹
成
誰
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
６
月
、
日
（
水
）
か
ら
毎

日
（
金
）

視
覚
障
害
者
の
た
め
の

声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

シ1雲一、
、

！‘、
あび噂一クル
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こ

れ

丁
月
第
２
．
４
水
曜
日
午
後
１
時
鋤

分
か
ら
３
時
鋤
分
（
約
加
回
）

▼
場
所
寿
市
民
セ
ン
タ
ー
（
２

回
目
以
降
は
場
所
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

▼
内
容
文
章
の
読
み
方
、
発
音

の
練
習
な
ど

▼
受
講
料
無
料

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
６
月
９

日
（
火
） こ

の
サ
ー
ク
ル
は
昭
和
記
年

に
、
市
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た

テ
レ
ビ
市
民
セ
ミ
ナ
ー
「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
」
の
聴
誹
生
Ｏ
Ｂ
が
集
ま

り
、
東
西
文
明
の
歴
史
を
学
ぶ
市

民
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
昭
和
師
年

に
発
足
し
ま
し
た
。

今
年
で
満
、
周
年
を
迎
え
、
次

５
月
即
日
（
水
）
、
衆
議
院
環

境
委
員
会
（
小
杉
隆
委
員
長
）
の

メ
ン
バ
ー
が
、
Ⅳ
年
連
続
汚
濁

度
ワ
ー
ス
ト
ー
の
手
黄
沼
を
船

上
視
察
し
ま
し
た
。

燃
鶏
沼
の
汚
れ
を
実
感

手
賀
沼
を
船
上
視
察

9

fh‘

購師杉山二郎氏

Q

一
行
は
、
市
民
会
館
で
中
野
晟

県
副
知
事
、
大
井
一
雄
市
長
ら
の

出
迎
え
を
受
け
た
後
、
県
職
員
か

説
明
す
る
沼
の
現
状
に
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
水
寅
浄
化
へ
の

》
》
》
》
》
一
》
》
》
罐
》

匪
船
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

》
ゞ
一
の
』
細
唖
》
》
認
搾
》
蝿
辱

率
一
か
つ
た
も
の
の
、
大
堀
川
河

悸
一
口
付
近
で
す
く
い
上
げ
ら
れ

』
一
た
ヘ
ド
ロ
の
状
況
に
目
を
見

脳
空
張
る
な
ど
、
汚
濁
の
現
状
を

一
屋
改
め
て
認
熱
し
て
い
ま
し
た
。

れ
こ
れ
一

〆 、

お 知らせ

7月から毎月1日号のこの｜
ページで、市長の動きをお知

らせするr市長のひとこま」

と昔の手賀沼を言冥で紹介す

るr手賀沼の昔」の連載が始

」
まります。どうぞ、ご期待く
ださい。

の
と
お
り
特
別
記
念
識
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
６
月
７
日
（
日
）
午
後

２
時
か
ら
４
時

▼
場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

▼
参
加
聾
５
０
０
円

▼
演
題
現
代
日
本
に
生
き
る

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
化
（
中
国
を

取
材
し
た
ス
ラ
イ
ド
も
上
映
）

▼
講
師
杉
山
二
郎
氏
（
仏
教

大
学
教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ
伊
藤
電
（
理

４
１
１
０

’
－

自治会訪問⑱

で
親
睦
を
。
”
Ⅱ
岡
発
戸
茶
ノ
木
会
Ⅱ
“

ｇ
凸
ｐ
ｌ

自
然
環
境
の
中
、
家
庭
菜
園

会
員
数
Ⅳ
世
帯
。
恵
ま
れ
た

Ｌ
一
●
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小桧山友香ち
し曰時6月4日(木)から7日旧）

までに午前9時から午後5時（4

日は午前11時から）

し場所市民会館（入場無料）

し問い合わせ鈴木壷(82)0900へ

圏日時6月7日(日)午後1時

◎我孫子地区＝中央公民館

医問い合わせ志賀壷(84)7386

◎湖北地区＝龍泉寺

し問い合わせ佐渡壷(88)0262

※各会場2000本を配付予定

し日時6月7日(日)午前9時か

ら午後2時

し場所中央公民館、手賀沼公園

し参加責格子供会ごとの団体

(当日の一般参加も可）

し参加費子育連加入団体1名

300円、末加入団体1名400円

倖問い合わせ梅谷容(83)2636

(下ケ戸1歳21

，

１
１
１
１

叩 ’ ’
⑬⑤⑧囹慰

』
■
■
■
■
Ｐ
』
■
星
‐
ｂ
０
ｎ
旧
型

仏曰時6月7日(日)午前10時か

ら午後3時(雨天の場合は14日）

し場所手賀沼公園多目的広場

し問い合わせ篠原冠(84)5276

｜ あ らいまりお

荒井真理男〈ん ▼湖北ゴルフ同好会様から社会福

祉事業基金にと1万円の寄付があ5

l<青山台 1歳4か月）

｜

’
(8月を除く)までの毎月第2木曜日▼老人福祉にと小売酒販組合我孫

午前10時から11時30分､市民会館、子青年部様から愛のボトル運動に

し日時・集合場所6月17日午前

g時30分から正午、手賀沼流域下

水道終末処理場玄関前(布佐駅南方）

し内容処理場見学と篠ノ越緑地

の自然観察（無料、小雨決行）

惨問い合わせ田宮云(84)6734へ

青年部様から2万8329円、三森と‐

おる様(湖北台)から2万円の寄付

固凹回圓

’
1

1

’
台北近隣センター、図書館布佐分出張所行員一同様からフィランソ

館、我孫子駅北口駐輸場など）ロビー活動(社会貢献事業)の収益

惨日時・場所6月11日から7月惨部門一般の部、中学生の部、金7000円、新緑まつり実行委員会

g日までの毎週木曜日午後6時30小学生の部様(布佐)から2万9659円、鈴木玲

分から9時､中央学院大学123教室伝応募期限8月31日まで子様(高野山)から1万円、東京電

臼田 圖囮 し定員10名(商工業者及びその従少問い合わせ郵便局壷(84)0020力㈱様から9377円、東京電力㈱千

'’ ｜
’ 国回回国雪蕊鴛難爵鮒

し曰時6月14日(日)午後1時業員を優先､18才以上の一般の方）

シ場所湖北地区公民館(入場無料）惨受講料新規8000円(テキスト、

傍日時・場所6月28日(日)午前

9時受付、市民体鼎罰箔、

し種目・参加費一般、30代、40

代、50代以上の男女シングルスと

男女ダブルス(1人2種目まで可）

シングルス600円､ダ厚プルス1200円

し申し込み・問い合わせ現金塞

留で住所、氏名、電話番号、所属

団体名、年齢、参加種目を明記し

参加費を添えて6月12日(金､必着）

までに、つくし野3-5-103吉田常

子垂(82)6974へ

｜

’

フロッピー代含む)､継続5000円 丸紅サービス㈱職員一同様からS

万円の寄付がありました。

6月5日(金)までに商工観光課へ

め食堂墓令箱に8348円、植木まつ

り会場室令箱に11万4857円の寄付1

伝曰時6月7日(日)午前10時かがありました。

(89)1378､つばめクラブ(高野山小）傷場所中峠下青年館(無料）兵

査昼:(84)5579､夜:田部井(84)9121修問い合わせ商工会云(82)3131

’
！

|I
ら午後3時まで（席料500円）

I

伝場所湖北地区公民館修日時・場所6月16日(火)から 篭
６
月
翻
鰯
凸
脇
闇
脇
剛
剛
陥
凹
見
習
劉
俶
厨
Ⅱ
９
蕊
仙
術
洲
Ⅷ
灘

◎ウオッチング(観察会･雨天決行）

し日時6月7日(日)午前g時

し持参長靴、筆記具、雨具ほか

◎クリーン作戦(清掃、雨天中止）

陰日時6月14日(日)午前10時

し持参ゴム手袋、長靴

圏集合場所我湖排水路広場

園問い合わせ中丸孟(87)2346

し受講料2000円(初日受付時）

少申し込み・問い合わせ申込書

◎野外コンサート(入場無料）

し日時・場所6月14日(日)午後

2時から3時30分、青空広場

し出演アンサンブルむげん

◎紙芝居・影絵・人形劇(入場無料）

し曰時・場所6月15日(月)正午

と午後2時(各1時間)、水の館

し出演おはなしさんぽみち

園問い合わせ手賀沼親水広場・

含(84)0555へ

F慰鬮含電、瞳、一
’

’
1’

’ ’鯵固時6月1日(月)から5日園、

午勧9時から午後5時まで（5日

は午後3時）

し場所我孫子郵便局コミュニテ

ィホール

シ問い合わせ小林念(82)9840 ’’
伝曰時6月e日(土)午後1時30

分開場､午後2時開演(入場無料）

し場所市民会館

※当日会場に緑の基金募金箱を設

置します｡ご協力をお願いします。

シ問い合わせ斉藤恵子緑の基金

チャリティーミニコンサート実行

委員会金(82)4627

,’ ’
陰日時6月21日(日)午前9時30分

し場所県立干葉女子高等学校

し内容講演、面接指導など

伝持参学習用具、昼食、上履き

伝参加黄無料(課程により教材費）

し問い合わせ県教育庁生涯学習

雛振興課事業班金043(223〕4073 ’
魁

廿曰時・場所6月21日(日)、7

月19日(日)、8月9日(日)、9月

(未定)､午後1時から5時､千葉市

中央コミュニティセンター

惨内容吃音者の連帯感の中で前

向きに生きる方法を探る

い問い合わせ干葉言友会山倉

云043(243)9702

傍日時・場所6月4日嗣から10

日伽午前9時80分から午後5時

科学技術館(千代田区、入場無料）

し内容子供だちを対象に地球環

境と保全のわかりやすい展示ほか

似問い合わせ環閲苛広轆室

琶03〔3581)3351

－消費生活相駿＝市民相談室10:00～15:00
壱心配ごと相駿＝寿市民センター9:00～15:00
－市民図塵飽休箆〃つつじ荘休館

－法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度
－つつじ荘休館

ー

ー

第3回美術家協会グループ展
（大利根美術協会展） 菊苗#I料配布あびっこふえすていばる

あびこラリーとレクリエーション

福祉ネットワークづくり
の青空

国際交流の会
サロンへのお誘い

平成4年5月1日現在＊世帯数40,159世帯
人口122,280人男61,368人女60,912人

●市役所本庁85-1111●市民体育館87-1155

●つくし野支所84-8801●市民図書館本館84-1110湖北台
●湖北台支所88-0828分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北支所88-2111移動図書館87-0909
●布佐支所89-2358●都市改造事務所85-1171
●教育委員会85-1151●身体障害者福祉センター88-0141
●水道局84-0111●あらき園88-4188
●消防暑84-0119●っつじ荘88-0123
●少年センター84-1900●生活環境課(浄化槽)87-2379
●保健センター87-1131（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●市民会館84-3311●近隣センター布佐南89-3740
●公民館中央82-051'5天王台北82-9988根戸83-5363

湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722湖北
●馬の博物館85-2212台88-9927布佐89-1193

ふれあい手賀沼の会
水 と 緑 の 見 学 会

難唇薑言写真ｺﾝｸーﾙ作品

パソコン講座生

第15回洲ﾐﾆｺﾝｻー ﾄ

議學ｵーブﾝ年代別卓漱会

烏の博物館から

文学歴史散歩
学童保育室指導員

太 子 会 湖北支部
建築相談・刃物とぎサービス

日曜当番医｡1週間の行事
ﾃﾚﾎﾝｻービｽ公(85)131（月釜のご案内

第'個予蔚鑿艤響 1月

2火

司水

4木

5金

⑰土

8月

9火

10水

Ⅲ木

12金

13土

14⑧

－消費生活相駿＝市民相談室10:00～15:00

－心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00
壱市民図曾箆休鬮置隠の鋤隠休毘辱つつじ翻邇画軽自蝉郷開

E壷法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

壷市民図塞館休館
－つつじ荘休館

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
－市民図書館休館

－市民図書館休館

－健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

－市民画璽館休館

匿酒害相談＝寿市民センター9:30～11:30

E壷市民図書館休館

蚕日曜当番医＝テレホンサービス・市民図書館休館
壷休日劇急歯科鍼日=休日縮歯科診砺(而彫邇内)9:Ⅱ~11:30
＝結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00

－心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
壷交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00

画簿市民図魯館休館毒婦の博物随休館層毒つつじ荘休館

〔蚕法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

瞳蚕市民画塞館休館

壷消費生活相駿＝市民相談室10:00～15:00
壷市民図書館休館

～

壷登記相談＝市民相談室10:00～12:00
壷市民函塞館休館

=不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

軍耀康相駿＝つつじ荘10:00～11:30

－市民画塞館休館

＝市役所閉庁(－部の施設は除く）

壷市民國塞館休館

‐日曜当番医＝テレホンサービス

‐休日捌急歯科診扇日=休日鱸歯科謝漸(市民錘内)9:冊~11:30
壷市民図書館休館

15月

1⑰火

古利根魂習う′衛

発詔激砿場-周輔謝薄

第19回墨絵同好会展
ビﾘー ･ヴｵー ﾝ鯛噸

峠の幌馬車、浪路はるかにな

ど、世界的スーパーヒットを心

ゆくまでお楽しみ下さい。

腰日時6月14日(日)午後5時

開場、5時30分開演

シ入場料S席5000円、A席45

00円、B席3500円(全席指定）

修入場券発売所平賀書店、ミ

リオン楽器我孫子店、ブックス

スズキ、荒井書店、石川舂光堂、

あびこサービスセンター、レコ

ートミあつぶる、ポピー、市民会

館内売店ひろがり、図書館湖北

台分館・布佐分館、中央公民館、

柏そごう、柏高島屋、取手とう

きゅう

し問い合わせ教育委員会社会

教?雪漂含(85)1151

第2回斉藤恵子緑の基金
チャリティーミニコンサート

10代・20代の
吃音（どもり）者の集い

ｴｺﾗｲﾌ‘ﾌｪｱM(熊展）




